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Abstract

The purpose of this study is to clarify how unexpectedly canceled games because of the 
COVID-19 peril influenced the student athletes who intended to participate in the game as the last 
one of their university athletic life (= the retirement game), and how they adapted their lives after 
the athletic retirement to career transition, from the view point of adaptation to career transition 
and sport socialization. 

They regarded their senior players who had experienced the retirement games till the 
previous year as the ideal role model, and wanted to accept their athletic retirement after 
participating in the retirement games which are needed for smooth retirement because the game is 
to be a clear goal of their university athletic career.  The retirement games have a function of de-
socialization from the athletic career.  Those who anticipated the cancellation of retirement games 
and had a vision of their lives after athletic retirement, were able to adapt their lives to the career 
transition.  The difficulty of de-trans socialization was seen in one student who continued to take 
part in practicing sports after athletic retirement.
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１．はじめに

1. 1. 問題の所在
スポーツ選手として勝利や記録を目指して現役で行う
競技活動から退くことを意味する ｢競技引退」は，どの
ようなレベルのアスリートであっても，いずれ必ず直面
しなければならない発達課題である（豊田，2011）。こ
のようにスポーツ選手にとって競技引退は不可避の出来
事で，｢競技者である自分」から ｢競技者でない自分」
への移行により，今までの日常から精神的にも身体的に

も大きな変容をもたらす1つの大きなライフイベントと
して捉えることができる。選手生活からの引退・離脱は，
本人にとって苦痛を伴うものであることが多い。
プロ選手の場合は，第2の人生を非競技者として送る
こととなるので，引退後のキャリアの問題や，アイデン
ティティの動揺が生じることとなるが，高校生や大学生
の競技引退は卒業時の転移に伴うものであるため，それ
ほど深刻なものとならない。しかしながら，2020年は新
型コロナウイルス感染症が日本においても流行し（以下
「コロナ禍」と表記する），スポーツ界に大会の中止や延
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期，無観客試合など様々な影響がもたらされ，また，学
校運動部活動にも練習の制限や停止などの影響があっ
た．その1つとして，大会の中止等により予定していた
形とは違い，締めくくりの場や成果を披露する場，つま
り競技引退を伴う大会（以下「引退試合」と表記する）
がないまま競技引退を迎えることを，学生たちは余儀な
くされた。こうした学生は，自らの競技引退をどのよう
に受けとめたのであろうか。

1. 2. 競技引退に関する先行研究の検討
1. 2. 1.移行に対する適応
1980年代初頭までの欧米のスポーツ社会学において，
スポーツ競技からの引退を捉えるモデルとして，社会老
年学理論が用いられていた（中込，2000）。これは，ス
ポーツからの引退を労働力の引退過程と見なし，経済的
活動を行わない人へとその地位を移動することを意味
し，競技引退をネガティブに捉えるものであった。
こうした社会老年学理論に対して，コークリー

（Coakley, 1983）は，引退の過程は社会構造的な内容
に基づくダイナミックなものであり，ジェンダー，人
種，年齢，社会経済的な地位，社会的・情緒的な支
援のネットワークなどの要因が，スポーツからの移
行（transition）の在り方を形成していると論じてい
る。彼は，アスリートにとって引退が必ずしも心的外
傷やアイデンティティ危機などの深刻な問題とはなら
ないとし，競技引退を一つの ｢キャリア終結（career 
termination）」というよりも新たな人生への ｢再生
（rebirth）」と捉えるべきであると主張し，｢競技引退
（athletic retirement）」を ｢スポーツ競技への活発な参
与から，他の活動へ移行するプロセス」と定義づけた。
豊田・中込（2000）も同様に，引退後の社会生活への適
応プロセスは，新たな ｢自分づくり」を果たす過程であ
り，競技引退は相反する可能性を持ち，競技引退後の人
生を歩む上で大きな意味を持つと言う。つまり，こうし
た研究はスポーツ選手が移行によって直面する新しい状
況に対して如何に適応するかという観点に立つものであ
る。
移行に対する適応には様々な要因が関与しているとい
う立場から，日本において，下記のような研究がなされ
ている。
大場･徳永（1999）は，競技引退は競技スポーツへの
関与レベルや競技引退の生起状況，そのアスリートに
とっての競技引退の意味等，様々な要因から影響を受け
ていると述べている。そのため，どのように競技引退を
経験したかにより，競技引退がポジティブ（肯定的）な
ものにも，ネガティブ（否定的）なものにもなる可能性
がある。
中須賀ほか（2019）は，競技引退後にスポーツとの乖

離を促す深刻な心的外傷へと発展するネガティブな状態
に陥る者もいれば，一方で自己探求や人間的成長または
その変化を促進するといったポジティブな反応を示す者
もいると述べている。また，競技引退後の反応をポジ
ティブなものにできるか否かは，選手がどのように競技
から引退することができたのかという「質」に由来して
いると述べている。つまり，個々のアスリートによって
競技引退の持つ意味合いが異なり，競技引退の重要性や
影響に差異が生じるということである。その結果，競技
引退後の社会生活に対して不適応を起こしていたり，心
的外傷体験となったりしている事例も存在する。
豊田･中込（1996）は，引退を迎える前に引退後の生
活に向けての具体的な準備を行い，引退に対して積極的
な姿勢で臨む人にとって，競技者から競技者でない自分
への移行は比較的容易であり，競技引退を突然迎え十
分な時間をかけての移行でないと引退後の生活におい
て不適応を呈していると述べている。また，大場･徳永
（2000）は，自らの競技人生への誇りと満足感は，競技
引退に伴う影響やストレスに緩衝作用をもたらすもので
あると述べている。これらより，競技引退について競技
期から見通しを持ち準備をすることと，競技期に対して
満足感や達成感を持って競技引退を迎えることが，競技
引退後の生活にとって重要であることが分かる。

1. 2. 2. �社会化，超社会化　→　脱社会化，脱超社会化　
→　再社会化，再超社会化

競技引退について包摂的な研究を体系的に進めていく
ために，吉田（1999）は「社会化」の視点を示している。
スポーツ社会学における従来の社会化論では，人間がど
のようにしてスポーツの世界に足を踏み入れ，如何にし
てスポーツ的役割を取得するのかという「スポーツへの
社会化」とスポーツに関与することによって，どんな人
間が形成され，その結果，集団や社会に対してどんな影
響を与えるかという「スポーツによる社会化」の2つの
側面があるが，競技引退は選手から一般人への「逆の社
会化」なので，従来のスポーツ的社会化の枠組みでは捉
えられない。逆方向への社会化過程のダイナズムの分析
の重要性を吉田は指摘している。
亀山（2011）は，「超社会化」の概念を用いて，どう
してスポーツ選手は引退することが困難なのかを，プロ
野球選手のイチローや榎本喜八らを例にあげて論じてい
る。社会化は，集団が新しい成員を補給することで，そ
の集団を維持する作用を果たし，当該集団のウチとソト
という区別があり，個人と集団の両方を外部の圧力から
防衛する働きを有しており，ベルクソン（1979）の言う
「閉じた社会」においてなされる。それに対して，超社
会化は，「開いた社会」においてなされ，ウチとソトと
を区分ける境界の存在しない集団への社会化である。そ
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れは行為において主体と対象が相互に浸透する経験とな
る。スポーツの領域では，こうした経験が生じることは
めずらしくないと亀山は言う。そして，そうした経験は，
身体と外界とを区別する境界が溶解し，ウチとソトとが
相互に浸透しあうことによって生じるものである。それ
は，チクセントミハイ（2000）の言うフロー体験に相当
するものであり，体験者にこの上ない喜びを与える。そ
のため，スポーツ選手はこの経験を忘れることができず
に，その経験を求めて，スポーツを継続するのである。

図1．スポーツ･仕事・日常生活に見る社会化と超社会化
　 （亀山， 2011，187頁）

亀山は，社会化と超社会化を，図1を用いて説明して
いる。Ｏは主体が位置する場所であり，社会化がゼロの
地点となる。ＯからＣ→Ｂ→Ａと社会化が進む。例えば，
Ｃが中学での野球，Ｂが高校での野球，Ａがプロ野球と
なる。そして，各カテゴリーにおいて役割（技術や価値
観）を習得していく。Ｃ，Ｂ，Ａに接する接線が，超社
会化の軸に相当している。それは各段階で生じるフロー
の大きさを示しており，技量が高まるにつれてフローは
深いものになり，超社会化も進展する。これが，社会化・
超社会化の過程である。
やがて，身体的な衰え等の挫折体験によって，Ａ→Ｂ
→Ｃ→Ｏと移行する。これが脱社会化・脱超社会化とな
る。また，Ａ地点で深いフローを経験した者は，その歓
喜を忘れることができず，選手から指導者に役割を変え
て，究極のフローを追い求めることとなる。これが，再
社会化・再超社会化となる。スポーツほどではないが，
仕事領域や日常生活領域においてもフローを体験する。
この枠組みを使って，小丸（2010）は日本野球独立
リーグでプレイした経験のある選手たちを対象に事例分
析を行った。小丸は引退過程を大きく2つに分けている。
1つは，理念通りに事が運ぶ「順路型」で，Ａ→Ｂ→Ｃ

→Ｏと移行する。もう1つは，理念通りに事が運ばない，
怪我などのために不本意に引退する「ショートカット
型」であり，例えばＡからＢ，Ｃを迂回してＦに移行す
る。
脱超社会化を導く経験は，挫折体験であり，その体験
は「引き際を悟った」「腑に落ちた」などと表現され，
この体験がない場合は超社会化の影響力から脱すること
が困難となる。この「腑に落ちた」と表現される経験に
よって「順路型」の引退過程になるとして，小丸は事例
分析した。

２．研究の目的と方法

2. 1. 本研究の目的
スポーツ選手が競技引退を行う要因やタイミングは多
様であるが，大場･徳永（2000）が日本のアスリートの
引退原因は，競技力の低下，環境の不備，ケガ･病気，
大学卒業･就職，気力の衰えなどと述べている。また，
学生アスリートにとって競技引退は進学や就職といった
通常の役割移行と関係があり，多くの場合，それらと同
時に生じると述べている。よって，学生スポーツ選手は
大学卒業や就職時に競技者としてのキャリアを終えるこ
とが多い。また，大学卒業や就職時は運動部活動として
競技に関わることが終了し，引退時期が予期できたり，
セカンドキャリアの検討，準備ができたりするため，競
技引退後の生活に適応しやすいと考えられる。
しかしながら，2000年度は大学運動部活動においてコ
ロナ禍の影響で，競技引退を予期していたのにも拘わら
ず，予期していたものとは異なる形で競技引退を迎える
ケースが発生した。つまり，本来，競技引退後のより良
い適応をもたらすことができると考えられている大学卒
業時での競技引退がネガティブなものとなってしまった
可能性が考えられる。
そこで本研究では，大学運動部活動に所属し，本来競
技引退を伴う予定であった大会が中止になったことで，
予期していたものとは異なる形で競技引退をした人を対
象に，アンケート調査とインタビュー調査を行い，予期
していた競技引退の形とは異なる競技引退を迎えたこと
が競技引退及び，その後の生活に与えた影響について明
らかにすることを目的とする。また，引退試合や競技引
退時期の予期の必要性についても明らかにする。
なお，本研究は，前節で示したように，移行に対する
適応の観点と，社会化の観点で，スポーツ選手の競技引
退を検討する。

2. 2. 調査対象
本来，引退試合を予定していた大会が中止になったこ
とにより，予期していたものと異なる形で大学運動部活
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動を競技引退したＸ大学に在籍するＡさん，Ｂさん，Ｃ
さん，Ｙ大学に在籍するＤさん，Ｅさんの競技者5名を
対象とした。5名とも最終学年である4年生であった。
なお，対象者には，事前に本研究の趣旨及び内容を説明
し，調査への協力，匿名での成果発表に同意を得た。ま
た，対象者の発言によって個人が特定されないように配
慮した。回答者一覧を表1に示す。

表1．回答者

回答者 性別 競技種目
調査時における
引退後経過期間

Ａさん 男 ベースボール型種目 8か月
Ｂさん 女 ネット型団体種目 7か月
Ｃさん 女 ネット型団体種目 7か月
Ｄさん 女 ゴール型団体種目 5か月
Ｅさん 女 ゴール型団体種目 5か月

2. 3. 調査時期，実施方法
2020年12月中旬を調査期間とした。実施方法は，Ａさ
ん，Ｂさん，Ｃさんは対面で行い，Ｄさん，Ｅさんは
Zoomを使いオンラインで実施した。
選択･自由記述式アンケートとインタビュー調査を実
施した。アンケート用紙は事前に配布し記入してもら
い，インタビュー調査の前に回収し，記入内容を基に半
構造化インタビュー調査を行った。インタビューの所要
時間は，1回につき1人あたり60分－90分で，面接を1
－2回実施した。回答内容は全て著者が筆記により記録
すると共に，録音の許可を得た上でインタビューの録音
を行った。

2. 4. 調査方法
2. 4. 1. アンケート調査
質問項目は，豊田･中込（1996）が競技経験を持つ競
技者が競技引退を迎え，その後の生活への適応を果たす
プロセスを提示する際に作成した面接マニュアルを参考
にした。これを基に，基本的属性，大学運動部活動中，
競技引退，競技引退後についてそれぞれ質問項目を作成
した。

2. 4. 2. インタビュー調査
アンケートの記入内容を基に，時間的経過に考慮しな
がら，体験したエピソードやその時の感情や受け止め
方，競技引退に際しての諸事情を具体的に聴き取った。
特に，本来の競技引退の仕方やイメージと，コロナ禍で
大会等の中止に伴って生じた競技引退の仕方や感じたこ
とについて話してもらった。

３．競技経歴と競技引退の過程

［Ａさん］
11歳から当該種目を始め，中学校，高等学校，大学と
部活動として当該種目を継続してきた。
本来であれば，大学4年生の6月頃に開催される春季
リーグ戦に出場し競技引退を行う予定であった。しか
し，コロナ禍の影響で4月から練習が停止になり，春季
リーグ戦も中止になった。その結果，リーグ戦の中止が
発表された4月に競技引退を自然と迎えた。また，競技
引退をしたものの，9月頃に開催される秋季リーグ戦に
少しでも出ようと考え，そのために個人的に練習を行っ
た。しかし，秋季リーグ戦は開催されたが大学側から出
場の許可が出なかったため，出場できなかった。結果，
公式戦に出場せず区切りのないまま競技引退を迎えた。
［Ｂさん］
中学校から部活動として当該種目を始め，高等学校，
大学と部活動として当該種目を継続してきた。
本来であれば，大学4年生の4－5月頃に開催される
春季リーグ戦に出場し競技引退を行う予定であった。し
かし，コロナ禍の影響で3月31日から練習が停止になり，
さらに4月中旬にリーグ戦の中止が発表された。その結
果，幹部と下級生のみで5月に代替わりのミーティング
を行い，これに参加し競技引退を迎えた。また，9－10
月頃に秋季リーグ戦が開催され出場することもできた
が，就職試験があることや部の幹部学生が代替わりをし
ていることなどから出場はしなかった。
［Ｃさん］
中学校と高等学校では吹奏楽部に所属し，大学から未
経験の当該種目を始め，部活動として競技を行った。
本来であれば，大学4年生の4－5月頃に開催される
春季リーグ戦に出場し競技引退を行う予定であった。し
かし，コロナ禍の影響で3月31日から練習が停止になり，
さらに4月中旬にリーグ戦の中止が発表された。その結
果，幹部と下級生のみで5月に代替わりのミーティング
を行い，競技引退を迎えた。しかし，幹部ではないため
にこのミーティングには参加できず，区切りとなるもの
がないまま競技引退を迎えた。また，9－10月頃に秋季
リーグ戦が開催され出場することもできたが，部活動で
はないことに時間を使いたかったことや既に気持ちが切
れていることから出場はしなかった。
［Ｄさん］
幼稚園に通っている時に地域のチームで当該種目を始
め，小学生，中学生とそのチームで活動し，高等学校，
大学では部活動として当該種目に取り組んだ。
本来であれば，大学4年生の4－5月に開催される春
季リーグ戦に出場し，さらに9－10月頃に開催される秋
季リーグ戦にも出場し競技引退を行う予定であった。し



学生スポーツ選手の競技引退に関する一考察 141

かし，コロナ禍の影響で春季リーグ戦が中止になり，7
月に秋季リーグ戦の中止も発表された。試合がない中で
10月まで続けるには，モチベーションが続かず，7月以
降に就職試験もあったため，7月末で競技引退をするこ
とを決意した。それに伴い，後輩の提案で7月の中旬に
ユニフォームを着て練習試合を行った。しかし，この試
合を目指して練習をしてきた訳ではなかったのでこの試
合を最後に引退するのではなく，7月末まで練習を続け，
7月末の練習を最後に，競技引退を迎えた。
［Ｅさん］
中学校と高等学校では陸上部に所属し，大学から未経
験の当該種目を始め，部活動として競技を行った。
Ｄさんと同じクラブに所属しており，同様の経過を辿
り，7月中旬の練習試合に出場し，後述するようにＤさ
んとは練習参加の理由は異なるが，7月末まで練習に参
加して，引退した。

４．引退試合中止の影響

4. 1. 引退試合の中止が決定した時の心境
引退試合の中止が決定した時の心境は以下の通りであ
る。まず，Ａさんはリーグ戦のために練習してきた時間
が台無しになったと思った。他大学がコロナウイルスの
影響で練習ができていない中，まだ練習ができていたこ
とから，今回が2部に昇格するチャンスだと思い，いつ
も以上に力を入れて練習に取り組んでいた。そのため，
｢今まで頑張っていた時間は何だったのだろう」と思っ
てしまった。大会に向けて練習をしてきた分，やるせな
い思いに駆られていた。同様に，Ｂさんは最終目標を達
成できなかったことに対する悔しさを感じていたり，Ｄ
さんは目標としていた大会がなくなりモチベーションが
なくなったりした。また，Ｅさんは大会があると思い，
心の準備をしていなかったので信じられなかったとい
う。これらのように，大会に向けて練習に取り組み，目
標を掲げていた分，状況を受け入れられず，虚脱感が見
受けられた。また，大会の中止を予期できていなかった
こともこのような感情に陥った要因であると考えられ
る。
一方，Ｂさんにはほっとした自分も存在し，この気持
ちの方が大きかった。コロナウイルスが怖かったこと
と，前回のリーグ戦の期間中，部の雰囲気の悪さや部員
のことを気遣いながら自分のこともやらないといけない
ことから，しんどい経験をしたことで，もう一度それが
来るのかと思うと身構えていた自分がいたからだ。また
Ｃさんも同じく，良かったと思った。自分のミスで試合
に負けて引退となったら怖い気持ちや，まだそこまで技
術を身に付けられている自信がなかったことから，春
リーグ戦が来てほしくない気持ちと試合に出て自分の力

を試したい気持ちの間で葛藤していたからだ。両者共
に，大会に対する不安を抱えていたが，大会が中止にな
りその不安から解放され安堵した。大会の中止が両者の
助けとなり肯定的に働いたと考えられる。
さらに，Ｃさんは試合があると想定していたにも関わ
らずなかった場合，気持ちの落差が激しいため，前もっ
て試合がなくなるかもしれないと薄々思い心構えをして
いたことがすぐに適応できた要因だという。ここからも
大会の中止を予期できたか否かがその後の反応に影響を
与えると考えられる。
以上のことから，競技引退を伴う大会の中止が分かっ
た際は，競技期に抱いていた思いからプラスにもマイナ
スにも捉えられることが明らかになった。大会に不安
を抱いている場合はプラスに働き，大会や目標に対す
る思いが強い場合はマイナスに働く。また，豊田･中込
（1996）の先行研究において，競技引退が不本意にも予
期せずもたらされた場合，競技引退がネガティブなもの
になる可能性が高いとあるが，引退試合の大会の中止が
予期せずもたらされた場合にも同様のことが言える。

4. 2. 競技引退時から現在（調査時）までの心境
競技引退をした時から調査を実施した時までの間に，
自身の競技引退に対してどのように感じ，何を思ったの
かを話してもらった。
まず，5名ともに共通していたことは，コロナ禍の影
響で大会が中止になったことは自分自身も関係者も悪く
なく，不可抗力であることから受け入れることができ，
仕方ないと思えていた。しかし，これを踏まえた上で，
試合をしたかったという思いも共通していた。Ｂさんと
Ｃさんは，大会がなくなった時はほっとしていたが，時
が経ち，他の部活動が試合をして競技引退をしている姿
を見ると，Ｂさんは羨ましく思ったり，Ｃさんは消化不
良で終わったと感じたりし，試合をしたかった思いが表
れてきた。不安から解放され，もう一度自分自身の競技
引退について考え直すと，引退試合に対する思いがある
ことを自覚した。
Ｅさんは目標に挑戦することすらできなかったことか
ら，やり切れず試合をしたかったという気持ちがあっ
た。ＤさんとＥさんは自分自身が最高学年で公式戦を一
度も行なわずに競技引退を迎えている。例年以上に意識
を高く持ち，目標と大会のために練習に取り組んできた
からこそ，練習試合を最後にできたものの，リーグ戦を
したかった思いがあった。
また，引退試合をしたかったという残念な気持ち以外
にもそれぞれ思いがあった。まず，Ａさんは大会がなく
なり区切りが付かなかったことで社会人でも続けようと
思った。本来，社会人では続けようと思っていなかった
が，「あやふやなまま〇〇（当該種目）を終わらせたく
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なくて，自分にとって良いイメージでないと終われな
い」ために考えが変化した。社会人でも〇〇（当該種目）
を続けていたら，何か成功して区切りとなるきっかけが
あり終わることができると思ったためだ。競技引退を迎
えるにあたり，競技に対する満足感や区切りになるもの
があることが，進退を決断する際の材料になることをＡ
さんの語りは示している。
次に，Ｂさんは先輩が競技引退をする際のやり切った
姿がかっこよく憧れていたこともあり，引退試合をして
競技引退をした先輩方のことを羨ましく思っていた。Ｅ
さんも同様で，先輩の最後の試合には色んな人が応援に
来て，負けても笑顔で終わっている姿を見て自分もその
イメージをしていたが，そのような引退試合を経験でき
なかったので悲しい気持ちになったという。このよう
に，先輩がロールモデルであり，それを理想として自分
自身の競技引退もイメージしていた。理想と現実の差が
このような感情を生じさせた。
一方，Ｃさんは上記で述べたように試合をしたかった
気持ちもあった反面，部活動のない生活が始まることが
楽しみだった。友人が部活動に入らず大学生活を楽しん
でいる姿に憧れ，｢ずっと部活をやってきたから，残り
は自分のために時間を使おう」と競技期から部活動の
ない生活が早くしたく楽しみだったからだ。豊田･中込
（1996）が競技期に漠然とでも自己の将来を見通してい
ることが，競技引退後の生活への移行において大きく役
立つと述べている。この事例においても，同様のことが
言える。
以上のことから，試合ができなかったことに対して了
解しているものの，先輩の引退をモデルケースとして，
引退試合を実施してから引退したいという思いがあった
ことがわかる。この思いは引退試合が中止と分かった際
の感情の起伏がある状態よりも，ある程度日数が経ち自
分自身を対象化し，競技生活を振り返ったり，今後につ
いて考えることができるようになったりした時に生まれ
た。つまり，図1において，対象者の5人はそれぞれ，
そのスポーツ的社会化のレベルに応じてＡあるいはＢあ
るいはＣの地点に位置していたが，引退試合の喪失に
よって，スムーズにＯ地点へと脱社会化することができ
なかったのである。
また，Ａさんと同様に，区切りがなかったことがＥさ
んにも影響していることを次節で記すが，引退試合とい
う区切りの有無が競技引退に影響を及ぼすのである。さ
らに，競技引退の形には先輩の存在が関係していて，先
輩の姿に憧れ，自分自身の競技引退へのイメージを持つ
ことが分かった。一方，Ｃさんの事例からは競技期から
競技引退後の生活へのイメージを抱いておくことの重要
性が示唆される。

4. 3. 達成感，満足感と競技引退
永谷（1998）が競技スポーツ集団において複数人が集
まり活動していくためには，目標を設定することが非常
に重要であると述べている。今回の5つの事例において
も，個人目標とチーム目標が設定されていた。その目標
は全て最終的に大会を行い，その成績や内容によって達
成できたかどうかが決定されるものであった。例えば，
Ｃさんの個人目標は試合に出て得点することで，チーム
目標は6部に昇格することというようなものである。そ
のため，練習はその目標を達成させるための過程であ
り，大会がなければ実行し挑戦することができない。と
ころが，今回の5人の事例では引退試合の中止により，
その大会に向けて掲げていた個人やチームの目標は達成
する機会もなく，競技引退をすることになった。
目標を達成できなかったことにより，競技に対する未
練が残っている。Ａさんは試合があれば達成できていた
のではないか，Ｂさんは目標に対して納得ができていな
い，Ｄさんは目標を達成させたかったという思いから未
練が生まれている。
競技生活への満足感を対象者に尋ねた。Ａさんは競技
期に達成できた目標は何個かあり，｢今までの過程は間
違っていなかった」と思うが，目標が達成できなかった
ことにより満足感は70％であった。Ｂさんは人との出会
いや部活動の経験からこの部活動に入って良かったと思
う気持ちもあるが，試合ができず目標も達成できなかっ
たことにより満足感は65％であった。競技生活において
目標を達成することが全てではないため，満足感を何ら
かの活動から得ることはできているが，両者とも，試合
をして目標が達成できていたら，100％であったという。
永谷（1998）が目標の達成へ向けた意欲的な活動によっ
てもたらされる結果からは大きな達成感や満足感を得る
と述べているように，目標の達成がもたらす満足感は大
きく，ＡさんとＢさんの事例からもそれは明らかであ
る。
また，引退試合がなかったことが競技生活の満足度を
下げている。Ｄさんは ｢試合以外の部分は満点」だから
｢100％と言いたい」が，｢なんのために練習をしてきた
のかと考えたら試合のためだから」，試合がなくなった
ことはマイナスになった。満足感は90％であった。Ｅさ
んも練習試合はできたので0％ではないが，試合でやり
たかったことはあまりできず未練があることにより満足
度は50％ぐらいだと言った。ＤさんとＥさんはＡさんと
Ｂさんと違い，試合ができれば目標を達成できていなく
ても，出し切ったと思うから100％と言えたと思うとい
う。試合に出てもすべての選手が目標を達成できるわけ
ではないので，目標が達成できない場合も十分考えられ
る。川谷（2013）が練習は試合があって初めて完結し，
練習自体では自己完結できないと述べているように，試
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合は日々の練習の成果を発揮する場である。実力を発揮
し目標を達成できたか否かの前に，この試合という場が
なかったことが，満足感に影響をし，満たされなかった
要因となっていた。
一方，Ｃさんは目標が達成できなかったことに対して
は悔しさを見せ，もっと上達したかったことや試合で自
分自身の能力を確認し自信を持ちたかったことから達成
感がなく競技に対する未練が残っていた。しかし，競
技生活に対する満足度は100％であった。高校までは吹
奏楽部で，大学に入って初めてスポーツの場に飛び込
み，試合はなかったが，一応最後まで続けられ，色々な
人と出会うことができたからだ。また，自分を知る経験
や自らチームを動かす経験をしたことで部活動をやって
良かったと思えているからだ。今回の競技引退の迎え方
に対してマイナスの影響を受けているが，引退試合がな
かったことを踏まえた上でも，競技生活の他の部分から
満足感を十分に見出していた。
これらから，大会の中止により，目標に挑戦すること
すらできず，目標を達成することができなかったことで
競技に対する未練が残り，競技生活に対しての満足感を
満たない要因となっていた。しかし，Ｃさんのように，
試合や目標に対しての思いがあっても，他の部分から満
足感を満たすことができる場合もある。
前述したように，大場･徳永（1999，2000）は，競技
期に対して満足感や達成感を持ち競技引退を迎えると，
競技引退に伴う影響やストレスに緩衝作用をもたらす一
方，目標が達成されず引退を迎えると競技に対する未練
が強く競技引退がネガティブなものになる可能性が高い
と述べた。ここから，Ａさん，Ｂさん，Ｅさん，Ｄさん
は競技に対しての満足感を満たしていなかったり，ある
いは目標が達成できず未練が残っていたりしていること
から，競技引退後の生活に適応しにくい状況にあったこ
とが推察される。Ｃさんは，満足感が100％であったが，
目標を達成できず未練があるので，適応，あるいは不適
応のどちらの場合も考えられる。

５．移行に対する適応

5. 1. 競技引退後の状況への適応
Ａさんは大会が中止と発表され競技引退をした時は落
ち込み，だらだらした時期があった。目標を掲げその達
成のために練習を行ってきたが，試合も目標もなくなり
頑張る理由がなくなったためだ。しかし，並行して行っ
ていた就職活動には影響はなくいつも通り取り組めたと
いう。その後，出場する予定ではなかった秋季リーグ戦
に出ようと決意し個人練習を始めたことにより，新たな
目標を持って生活に適応することができた。
一方，Ａさん以外の4名は競技引退後の生活にすぐに

適応でき，特に否定的な影響がなかった。Ｂさんは就職
試験の時期であったことや，｢自分の中で1番大きく占
めていた部活動のことを考えなくて良くなった」ことか
ら，時間がとてもでき勉強に集中することができた。ま
た，Ｃさんもすぐに就職試験の勉強をしないといけない
と思い，だらだらしないために1日にやらないといけな
いことを書き出すなど自分なりの工夫をした。競技引退
の時期と就職試験の時期が重なっていたこともあり，す
ぐに部活動以外のことで移行する対象があったことが競
技引退後の適応に良い影響を与えていると言える。
また，ＤさんとＥさんの場合は，競技期から部活動と
就職試験の勉強を両立していたことから，影響はなく，
勉強が疎かになることもなかった。また，Ｄさんは勉強
の時間が増えたことを，Ｅさんは部活動のことを気にせ
ず実習や就職試験の準備に挑めることをプラスに捉えて
いた。競技引退後に部活動に代わるものを競技期から有
していることが，競技引退の生活にうまく対処すること
に繋がっていた。
前節で，引退試合の中止により，Ｂさん，Ｄさん，Ｅ
さんは引退後の生活に適応しにくいのではないかと述べ
た。しかし今回の事例より，目標が達成できず未練が
残っていたり，競技に対して満足感を満たしていなかっ
たりした場合であっても，部活動に代わる対象が競技期
から存在することによって，競技引退後の生活にうまく
適応することができていた（1）。つまり，突如として発生
したコロナ禍という不可抗力により大会が中止になった
ことを受け入れ，強かに現状に対応できた。豊田･中込
（1996）は競技者が競技引退後の社会生活への適応を果
たすには，競技に代わる対象を見出すことが関わってい
ると述べている。本事例の競技引退後の生活において，
達成感や満足感がない競技引退であったとしても，競技
に代わる対象の存在がストレスを和らげていた。先行研
究の検討において紹介した小丸（2010）のモデルにあて
はめるなら，引退試合の中止による不本意な引退であっ
たとしても，巧く引退後の生活に適応した「ショート
カット型」の引退であったと言える。

5. 2. 競技引退後の練習参加
競技引退後，インタビュー調査を実施した2020年12月
において，Ａさん，Ｄさん，Ｅさんは，練習に参加して
いた。Ａさんは，予定が合えば部活動の練習に参加して
いるが，｢目標が達成していたら練習に参加していない」
と語った。｢大学の部活は自分のためにやっていて，自
分の目標に向かって頑張りその結果が出たら，その結果
そのものがこのぐらい頑張ればこういう結果が出ますと
チームに残せると思っていた」。しかし，その結果がな
いため，今までの経験や大学生活で得た考えを下級生に
伝え，自分の信念を残しに練習に行っていると言う。
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また，Ｅさんは，競技引退をした現在も部活動に参加
しているが，試合をしてきっぱり競技引退をしていた
ら，後輩の人数が少なくても部活動に行っていないし，
行ったとしても遊びに行くイメージだった。しかし，区
切りがなく競技引退したことで競技に対して未練がある
ため，現在（インタビュー時）も部活動のために予定を
空けている。それは，OGとして遊びに行く気持ちより
も，現役選手と同じ部員の１人として部活動に行ってい
る。また，後輩の人数が少なく練習試合に現在も出場し
ている。個人の目標をチームに貢献するために掲げてい
たが達成できなかったので，練習試合に出て得点をして
チームに貢献することで達成させようと思い，そのため
に練習に参加している。
Ｄさんは試合がなかったことで，競技期から競技引退
後も当該種目をしたいと考えていた思いが強くなった。
しかし，競技に対して未練があり，本来の競技引退がで
きなかったことには影響をあまり受けていない。現在も
部活動の練習に参加し競技と関わっているが，｢1番に
〇〇（当該種目）が楽しい」というのがあるからであり，
未練の解消を目的に参加していない。
ＡさんとＥさんは，引退試合をしていたら，練習に参
加することはなかったと言っている。2人とも部のため
に，つまりＡさんは下級生にメッセージを伝えるため
に，Ｅさんはチームに少しでも貢献するために練習に参
加している。引退試合がスムーズな脱社会化をもたらし
ていると前述したが，この事例は，部のためにという
「閉じた社会」において，引退試合の中止という不本意
な引退が，脱社会化を妨げていることを示している。そ
れはあくまでも「脱社会化」であり，「脱超社会化」で
はない。それに対して，Ｄさんが練習に参加しているの
は，「楽しいから」であり，幼少期より当該種目に取り
組み，フロー体験の喜びに裏付けられた超社会化ゆえ
に，脱超社会化できないでいるのであろう。

６．引退試合と競技引退の予期の必要性

6. 1. 引退試合の必要性
5人に引退試合の必要性を問うと，各人から必要であ

るという返答を得た。必要とする理由について，Ａさん
とＤさんの場合，競技引退を伴う大会は目標となるため
必要であると考えている。Ａさんは ｢目標に向かって頑
張る過程が大事なので，その目標がなく，うやむやに終
わって行くのであれば，部活をやる意味がないと思う」
と，大会における最終目標は，その実現に向けて部活動
を行う動機付けになっていたと言える。また，Ｄさんは
大会の必要性は，｢そのチームが何を目標にしてやって
いるかで変わってくる。楽しくやろうと思っているチー
ムなら，試合はなくても練習が楽しかったら良い」。し

かし，Ｄさんのチームは大会のために目標を立て，そこ
に向けて練習を行っていたので引退試合は必要だった。
その必要性は各チームによって異なると述べるも，Ｄさ
んのチームでは集団として大会に意識を向けて練習を
行っていた。これらより，チーム，個人として目標を持
つ上で，引退試合は必要であり，練習を行う目的となる。
また，これによりチーム，個人にとって目標が明確にな
り，やる気が高まるのである。
次に，ＢさんとＥさんの場合，引退試合は ｢区切り」
として必要であると考えている。Ｂさんは ｢試合ではな
かったらどのように区切りを付けるかが分からない」。
Ｅさんは ｢綺麗な形で終わる」ためには1つのタイミン
グが必要であるという。このように，部活動を行ってい
る学生にとって大会という場が競技引退を行う上で，分
かり易く区切りを付ける機会となると言える。
さらに，Ｃさんの場合，大会は，｢1年間チームでやっ
てきたことを全員で最後に出し切る所」で，｢チームと
してどう変化したかを見られる場」であり，大学に入学
してから当該種目を始めたこともあり，ゼロから始めて
最後まで続けてどのぐらいできるようになったかを見ら
れる場であるという。川谷（2013）も練習の目的は強く
なることであり，この目的を果たしたかを判明したり，
自他の強さを知ったりするためには試合の場をおいてほ
かにないと述べている。
以上のように，引退試合は部活動をする上で1つの明
確な目標や区切りになったり，競技生活の集大成の場と
して成果を明瞭化させたりできるため必要であると，調
査対象者は口をそろえた。練習に対する動機付けや競技
引退をスムーズに迎えるためには大会や試合という目標
や区切りとなるものの存在は大きい。一方，Ｄさんが述
べたように，必要性はチームにより異なることも考えら
れる。しかし，川谷（2013）が練習は試合があって初め
て完結し，練習自体では自己完結できないと言うよう
に，大会に向け練習を行い，競技志向が少しでもある
チームであれば，引退試合はチームにおいて重要なもの
として位置づけられる。

6. 2. 競技引退時期の予期の必要性
本事例のような大学運動部活動では，引退試合が決め
られ，競技引退時期を予期できていた。しかし，大会の
中止という予期していなかった出来事が起きたことによ
り，予期していた形とは違うタイミングや形で区切りの
ないまま競技引退することになった。これによる影響は
前述した通りである。そこで，競技引退時期を予期でき
る，つまり，引退試合の日程が決まっていることの必要
性について対象者に質問した。
Ｂさん，Ｃさん，Ｅさんは，予期できる方が練習にお
ける目標や計画が立てやすいため必要であると考えてい
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る。Ｂさんは ｢目標の立て方も変わるし，モチベーショ
ンを保つため」にも，残りの時間を ｢楽しもうと思う」
ためにも必要だと言う。Ｃさんは ｢お尻が決まること
で1回1回の練習の密度が濃く」なり，最終目標の達成
に向け ｢チームとしても，個人としても，小さい目標を
立て」，それを達成する繰り返しができると言う。また，
Ｅさんは決まった時期にある方が大会に向けて練習の計
画が立てられるので理想的であると言う。これらより，
目標や計画を設定する際にはより具体的な期限が有効で
あり，その期限に合わせて最終目標や計画を設定し練習
の質を向上させられるため，競技引退の予期は必要であ
ると考えられる。
また，Ｄさんは，競技引退に向けた準備期間を設定す
ることで残りの練習をより丁寧に取り組み，やり残しが
ないように少しでも努力ができるからだ。これにより，
｢より綺麗」で ｢自分の納得のいく形」で終わることが
できる。不完全で終わらないために，自分自身で競技引
退に向けて努力したいという思いが強く感じられた。
以上の結果から，学生たちは，まず，卒業に向けて競
技引退を想定し，引退試合と最終目標を定める。これに
より，競技引退までの期間が明確になり準備期間がで
き，この期間における目標や計画を立て，大会に向けて
練習の質をさらに向上させることができる。そして，納
得のいく競技引退を迎えるために努力することができ
る。そのため，競技引退を予期できることは競技期の練
習への取り組みにプラスの影響を与え，さらに競技引退
を満足して迎えられるので必要であることが明らかに
なった。Ｄさんの言葉を借りるなら，引退試合は「綺麗
に終わる」ための舞台装置となり，脱社会化を可能にし
てゼロ（図1の中心）に戻る儀礼の機能を果たしている
のである。

７．おわりに

本研究では，競技引退を伴う予定であった大会がコロ
ナ禍の影響で中止になったことにより，予期していた競
技引退の仕方と異なった形で競技引退を迎えたことが，
学生スポーツ選手の競技引退に与えた影響，及びそうし
た学生たちが競技引退後の生活に如何に適応しているの
かを検討した。
大会の中止が分かった際は，思わぬ出来事であったた
めに感情的になり，また競技期に抱いていた思いから，
学生によって大会の中止をプラスにもマイナスにも捉え
ていた。大会に対して不安を抱いている場合は，不安か
ら解放され安堵した者もおり，大会や目標に対する思い
が強い場合は，試合ができず目標も達成できなかったた
めにマイナスに働いた者もいた。その後，競技引退を迎
える頃には，大会が中止になったことを受容し，競技生

活を振り返ることができるようになった。そうすると，
大会の中止に安堵していた者も含め，各人が目標に挑戦
し達成させたかったことから試合をして競技引退を迎え
たかったという思いが表れた。また，先輩が競技引退を
していく姿に憧れを持っており，それをロールモデルと
していた。そして，大会の中止が分かった際や競技引退
をする際には，大会の中止を予期していたり，競技引退
後の生活のビジョンを持っていたりした者は，容易に移
行に適応することができた。
今回の事例では，大会が中止したことによって，目標
を達成する以前に挑戦することすらできなかった。その
結果，Ａさんは当初，試合と目標の喪失により競技に代
わる対象を見出すことができず若干不適応傾向にあっ
た。一方，Ｂさん，Ｃさん，Ｄさん，Ｅさんはコロナ禍
という不可抗力により大会が中止になったことを受け入
れるとともに，部活動に代わる対象が存在したことで，
強かに現状に適応できた。本事例においては，競技に未
練があり，競技に対する満足感が十分でなくても，競技
に代わる対象があれば，引退後の生活に巧く適応する
ことができていた。すなわち，図1を用いて説明するな
ら，スポーツ領域で不本意な脱社会化がなされたとして
も，仕事領域や日常生活領域での社会化による「ショー
トカット型」の競技引退ができていたのである。
本事例において，引退試合は部活動をする上で明確な
目標や区切りになったり，競技期の成果を明瞭化するこ
とができたりし，スムーズに競技引退を迎えるために必
要であることが分かった。また，競技引退を予期できる
ことは，引退試合とそのための準備期間が明確になり，
この期間の練習の質を向上させ，納得のいく競技引退を
迎えるための努力ができるので必要であることが分かっ
た。
コロナ禍によって通常の活動ができなかった時であっ
たからこそ，引退試合が大学運動部でスポーツの脱社会
化の機能を果たしていることが顕在化したのである。ま
た，こうした状況にあって，「楽しいから」引退後も練
習に参加するＤさんの姿に，亀山（2011）が指摘した超
社会化における脱超社会化の困難さを垣間見ることがで
きた。

註
（ 1）	 匿名性を担保するために，回答者が所属するＸ大学およ

びＹ大学について説明することは避けたいところではあ
るが，この両大学は専門性が高く，多くの学生が就職す
るために必要な所定の試験に合格することを最終的な目
標としているので，競技引退後の生活への適応がし易
かったという面もある。
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